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令和 6 年度 東根地区まちづくり座談会における質問・要望事項と回答 
令和 6 年 7月 31 日(水) 午後 7:00～8:45（東根地区コミュニティセンター） 
 
町からのテーマ【第 6次白鷹町総合計画後期基本計画の策定について】 
 
《質疑応答》 
Q．昨年、人・農地プランから地域計画に変わった。10 年先の農業を見据えた計画が求め
られているが、10 年後のことは誰もわからない。土地改良賦課金の返し方、農地の手放し
方について町民から相談受けたことあり。地域計画の在り方、地域・農業の在り方や考え
方をお聞きしたい。 
 
A.（農政課長）各地域で地域計画の策定作業を進めてもらっているが、10 年先の見通し難
しい。後継者や担い手不足が深刻。将来を見通して今後どうしていくかを地域で意見を出し
合うことが大事。職員 2名とＪA の方も話し合いに参加している。今この時期が地域の将来
を考える大事な時期だと思う。 
 
 
Q．地域で話し合う場は大事だが、土地利用計画図を策定するのに固執して肝心なことが抜
けているのでは？策定しなければ補助金もらえない。みんなで考えて進めていければと思
う。 
 
A．（農政課長）皆さんが集まり話し合うことが大事。補助金の要件になっているが、まずは
将来誰がどのように土地を守っていくかを話し合うことが大事だと思う。 
 
 
Q．東根地区は地域ぐるみで行う鳥獣対策として広域電気柵を設置し、指定地域に指定され
ている。鳥獣被害に終わりはない。忌避剤で何かいいものはないか。 
 また、クマ被害を防ぐために柿の木を切った場合、どの位補助が出るのか。 
 
A．（林政課長）イノシシの忌避剤はなかなかない。クマは唐辛子の数 10 倍のような濃縮し
たものをスプレーでかけるというのがあるが、雨で落ちたりすると効果がなくなると聞く。
北海道に目が LEDで光るオオカミのロボットを作っているところがあるが値段が高い。 
県にクマを寄せ付ける不要果樹を伐倒する事業がある。町でも県、町、個人・自治会でそ

れぞれ上限 1 万円の補助を考えている。寄り付かせないような事業を展開し、情報は町報
等で公表していきたい。 
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Q．有害鳥獣処理施設の単独整備の決断はありがたい。規模や能力はどのような施設か。処
分の方法は様々あるがどのようなものを検討しているかお聞きしたい。 
 
A.（林政課長）広域で検討していたが話が進まず、単独で進める方向になった。今は基本構
想を取りまとめている段階。処理には焼却と減容化の方法がある。昨年は焼却施設の見学を
した。燃やす場合は時間も掛かり、場合によっては冷凍化や分解が必要。焼却施設は燃料費
だけで毎年数千万円の費用が掛かり、人材も必要のため、ランニングコストがかかることが
難点。減容化施設は電気代と水道代の他はあまり経費が掛からない。ランニングコストを考
えると減容化施設の方がいいのでは。捕獲数も考えながら施設のサイズを考えていきたい。
基本構想策定中なのでお待ちいただきたい。 
 
A.（町長）現在は獲った鳥獣については 1ｍ50cm 掘って埋める必要がある。将来、埋めて
腐敗したものが流れてきてしまうため、課題があると感じている。少しでも有利な事業を使
い、町民の負担を出来るだけ少なくしてやっていきたい。しばらくお待ちいただきたい。 
 
 
Q．(資料の裏面)満足度が高く、重要度も高い中に健康づくりがある。毎年健康診断を受け
ているが、塩分摂取量が分からない。検診で血液検査や尿検査で塩分摂取量が分かれば、検
査項目に加えてほしい。 
 去年検診結果を見たときは塩分摂取量について見た記憶がない。検診結果相談会でも要
望したが何も返答なかった。 
 
A．（総務課長）推定塩分摂取量については令和 2 年度から検査を実施しているが、個人毎
に結果を把握できるかは改めて確認させていただきたい。令和 4 年度の結果は、男性は 1 日
7.5ｇが理想のところ 9.8ｇ、女性は 6.5ｇが理想のところ 9.3ｇであった。 
 
→（推定食塩摂取量検査について確認の結果・健康福祉課健康推進係回答） 
 町の医療費の内訳では、循環器疾患の割合が大きく、さらに健診の結果でも高血圧の方が
多い状況から、血圧と関連が深い食塩の摂取量を把握し減塩の取り組みを推進するため推
定食塩摂取量検査を行っている。（具体的には健康診査で提出いただく尿検査を使って検査
している。） 
令和２年から開始した検査だが、人間ドックを受診した方と７４歳以下の同日検診を受

診した方を対象として実施してきた。 
検査の結果をまとめると、町の平均は約９．６g で、適正な摂取量（男性７．５ｇ未満、

女性６．５ｇ未満）を上回っており、この結果を活用した減塩についての健康教育や町報掲
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載での情報提供を行っている。 
生活習慣の改善の取り組みを早めに始めていただくために若い年代から開始した検査だ

が、減塩の取り組みをより推進するため、対象を拡大し、７５歳以上で後期高齢者健診を受
ける方も検査の対象とすることを検討したいと考えている。 
 減塩をすることで、どの程度血圧が減るかは個人差があるが、血圧が下がることで心臓病
や脳梗塞のリスクを抑えることができるで、引き続き減塩の取り組みを進めていく。 
 
 
Q．令和 4年 8月の豪雨災害で避難指示を受け、自主防災会として対応した。なぜ避難指示
が広野だけだったか疑問。ハザードマップには家屋倒壊等氾濫想定区域(河岸浸食)が広野に
2 か所ある。ハザードマップの状況は現在も変わっていないのか。変わっていなければ国交
省に対策を要望していただきたい。 
 
A.（町長）国交省や気象台から常に情報が来る。長井市小出の観測所の水位をみて消防団に
待機いただくことから細かく情報が来ている。情報を基に対策本部を作るか準備するか町
長が判断する。避難の指示を出す場合、最初は高齢者。自主防災会に連絡をする前に避難所
開設の準備をする。自分の命は自分で守っていただく事を前提に指示に従っていただきた
い。 
 
A.（総務課長）ハザードマップの浸水想定は平成 29 年から変わっていない。国交省で最上
川の河道掘削の対策は行っているが、堤防の嵩上げ等がなければ浸水想定が変わることは
考えづらい。機会を捉えてお話させていただきたい。広野地区の避難指示は河川事務所から
の町長への連絡等を踏まえ、町長が判断したもの。令和 3 年 5 月から避難判断の見直しが
あり。状況により高齢者避難をせずに避難指示を出すこともある。様々な状況を踏まえて町
長が判断をし皆さまにお願いをしている。 
 
 
Ｑ．高齢者の避難指示は町から発表される。連絡体制は避難指示と同じく、町から区長会長、
区長会長から各区長でよいのか確認したい。 
 
A.（総務課長）連絡体制については高齢者避難と避難指示は同様。 
 
 
Q．高齢者避難指示はレベル 3 だが、レベルはどこで設定するのか。 
 
A.（町長）気象庁の地区ごとの状況発表に基づく対応をしている。情報が細かく出ているが
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空振りが多い。状況を総合的に判断して避難のお願いをする。空振りが多いから大丈夫だと
いう判断ではなく、空振りが多いことをご理解の上ご協力いただきたい。 
 
 
Q．杉沢中山間、杉沢地域資源保全会の役員をしている。自分は 40 代だが他の役員の方は
6、70 代が多い。今後役員の担い手がいなくなると会の存続が難しく、交付金ももらえなく
なるのでは。そうなった場合の施策があるのかお聞きしたい。 
 
A．（農政課長）将来の組織の存続が課題。組織に農家以外の方に入ってもらうことも考え
られる。続いていくのが理想だが、もし存続が難しい状況になれば、皆さんと話しながら進
めていきたい。 
 
A．（町長）後継者不足が極端。東根地区はまだ後継者がおり、田んぼを耕作出来る方がい
る。東側の中山間は特に大変な状況。新規就農者の中には水稲はしないという方もいる。後
継者育成として法人化も 1 つの方法。東根地区は田んぼも広くまだまだ良いものが出来る
と思う。多角的に考え、大事な資源を守っていけるようお互いに頑張っていきたい。 
 
 
Q．認定農業者、担い手の話し合う場として農業委員会や町議と語る会などがあると思うが、
町として農業をどのように進め、守っていくかが大事だと思う。町長の考えをお聞きしたい。 
 
A．（町長）水田を守ることに絞ると、諏訪堰は長い歴史があり、安定した水を供給してき
た。各水系の地域の中で、農業委員会や町議、区長に入って頂き、話し合う機会をもつこと
が考えられる。交流のための経費等は別の形で考えなければならない。白鷹土地改良区につ
いて、今後、野川土地改良区と協力していく考えで、話し合いの準備は出来ている。田んぼ
の負担金についても話が出てくると思うが、行政も参画しながら少しでも有利な制度を活
用してやっていきたい。 
 
 
Q．LED 防犯灯について新設、修繕等について昨年の座談会でも質問した。現在調査中で
結果を踏まえ検討したいという回答であった。リース期間終了後の町内での負担が気にな
る。現時点での調査結果、今後の見通しをお聞きしたい。 
 
A．（町民課長）大変申し訳ないが具体的なところまで進んでいない状況。課で話している
ことあるが庁内でも話していきたい。町内の防犯灯は全部で 2105 灯、電気代は年間約 900
万円。防犯灯は平成 27 年に導入し、総額で 4,300万円ほど掛かっている。10 年間のリース
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契約なので年間リース料は 400 万円ほど。更新となると物価高騰などがあるためリース料
は 5,000万円ほどの見込み。早急に決定をし、皆様にお知らせしていきたい。 
 
 
Q．防犯灯について、各区の負担が無いよう要望しているが進んでいるのかお聞きしたい。 
 
A．（町長）最終的には財政的な問題が出てくる。昔は全てを交換して区で対応いただいて
いた。途中で要望があり 1 基を増やしたりするとその分お金が掛かる。今あるものを継続
してリースが出来るかも確認したい。話をさせていただき決定したい。 


